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は
じ
め
に

戦
国
史
研
究
に
お
い
て
戦
国
秦
を
中
心
と
す
る
傾
向
は
、
史
料
的
制
約
に
よ
る
と

こ
ろ
が
非
常
に
大
き
い
。
戦
国
期
を
記
述
す
る
も
の
と
し
て
『
戦
国
策
』
や
『
史
記
』

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
は
紀
年
の
不
明
な
記
事
が
多
く
、

年
代
に
混
乱
が
あ
る
と
い
う
欠
点
を
抱
え
て
い
る①
。
特
に
『
戦
国
策
』
は
も
と
も
と

縦
横
家
の
参
考
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
世
の
仮
託
と
考
え
ら
れ

る
信
頼
性
の
疑
わ
し
い
記
述
を
含
ん
で
い
る
。

『
史
記
』
の
戦
国
期
の
記
述
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
『
戦
国
策
』
に
み
え
る
よ
う
な

戦
国
故
事
と
秦
系
の
史
料
で
あ
る
「
秦
記
」
を
も
と
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。『
史
記
』

戦
国
期
に
関
す
る
記
述
と
し
て
は
、
本
紀
、
戦
国
世
家
、
六
国
年
表
、
戦
国
諸
列
伝

が
あ
り
、
戦
国
世
家
、
六
国
年
表
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
先
行
研
究
に
お
い
て
司
馬

遷
の
興
味
が
秦
の
統
一
に
重
点
が
置
か
れ
、
六
国
に
つ
い
て
は
そ
の
滅
亡
原
理
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る②
。

で
は
一
方
の
列
伝
に
つ
い
て
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
意
図
に
基
づ
い
て
編
集
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
か
つ
て
『
史
記
』
春
申
君
列
伝
を
取

り
上
げ
、
そ
の
編
集
意
図
に
つ
い
て
考
察
し
、
春
申
君
列
伝
か
ら
は
戦
国
末
期
の
秦

と
楚
の
政
治
状
況
を
対
比
さ
せ
よ
う
と
す
る
司
馬
遷
の
編
集
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る

と
論
じ
、
列
伝
の
記
述
の
書
き
換
え
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
が③
、
他
の
列
伝
に

つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
関
心
の
も
と
、
本
稿
で
は
戦
国
諸
列
伝
の
中
で
も
特
に
屈
原
賈
生
列
伝

を
取
り
上
げ
、
そ
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
屈
原
賈

生
列
伝
を
取
り
上
げ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
論
賛
に
お
い
て
、
司
馬
遷
が
屈
原
に
対

し
て
深
い
同
情
の
意
を
示
し
て
お
り④
、
そ
こ
に
司
馬
遷
の
編
集
意
図
が
強
く
表
現
さ

れ
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

具
体
的
作
業
と
し
て
は
、
始
め
に
屈
原
の
列
伝
の
構
成
を
整
理
し
、
列
伝
の
記
述

の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
次
に
屈
原
列
伝
の
編
集
意
図
を
、
列
伝
、

楚
世
家
に
み
え
る
屈
原
と
上
官
大
夫
、
令
尹
子
蘭
、
あ
る
い
は
屈
原
と
懐
王
と
の
対

比
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
章　

屈
原
列
伝
の
構
成

屈
原
賈
生
列
伝
は
屈
原
と
賈
生
（
賈
誼
）
の
二
人
の
列
伝
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
が
、
当
列
伝
は
太
史
公
自
序
に
よ
る
と
、
屈
原
が
諷
諫
の
意
を
込
め
て
「
離
騒
」

を
作
っ
た
こ
と
を
評
価
し
て
列
伝
を
執
筆
し
た
と
さ
れ
る⑤
。
す
な
わ
ち
、
屈
原
賈
生

列
伝
の
主
題
は
屈
原
の
顕
彰
に
こ
そ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
初
め
に
屈
原
列
伝
の
構
成
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
彼
の
列
伝

の
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う⑥
。

『
史
記
』
屈
原
列
伝
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て

大　

澤　

直　

人
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〈
屈
原
伝
の
構
成
〉

（
1
）
出
自
に
関
す
る
説
明

Ａ 　

屈
原
者
、
名
平
、
楚
之
同
姓
也
。
為
楚
懐
王
左
徒
。
博
聞
強
志
、
明
於
治
乱
、

嫺
於
辞
令
。
入
則
与
王
図
議
国
事
、
以
出
号
令
。
出
則
接
遇
賓
客
、
応
対
諸
侯
。

王
甚
任
之
。

Ｂ 　

上
官
大
夫
与
之
同
列
、
争
寵
而
心
害
其
能
。
懐
王
使
屈
原
造
為
憲
令
、
屈
平

属
草
稿
未
定
。
上
官
大
夫
見
而
欲
奪
之
、
屈
平
不
与
、
因
讒
之
曰
、
王
使
屈
平

為
令
、
衆
莫
不
知
、
毎
一
令
出
、
平
伐
其
功
、
以
為
非
我
莫
能
為
也
。
王
怒
而

疏
屈
平
。

（
2
）
離
騒
制
作
の
経
緯
と
司
馬
遷
に
よ
る
解
説
評
価

Ｃ 　

屈
平
疾
王
聴
之
不
聡
也
、
讒
諂
之
蔽
明
也
、
邪
曲
之
害
公
也
、
方
正
之
不
容

也
、
故
憂
愁
幽
思
而
作
離
騒
。
離
騒
者
、
猶
離
憂
也
。

Ｄ 　

夫
天
者
、
人
之
始
也
。
父
母
者
、
人
之
本
也
。
人
窮
則
反
本
、
故
労
苦
倦
極
、

未
嘗
不
呼
天
也
。
疾
痛
惨
怛
、
未
嘗
不
呼
父
母
也
。
屈
平
正
道
直
行
、
竭
忠
尽

智
以
事
其
君
、
讒
人
間
之
、
可
謂
窮
矣
。
信
而
見
疑
、
忠
而
被
謗
、
能
無
怨
乎

能
無
怨
乎
。
屈
平
之
作
離
騒
、
蓋
自
怨
生
也
。
国
風
好
色
而
不
淫
、
小
雅
怨
誹

而
不
乱
。
若
離
騒
者
、
可
謂
兼
之
矣
。
…
推
此
志
也
、
雖
与
日
月
争
光
可
也
。

（
3
）
屈
原
が
斥
け
ら
れ
て
後
の
楚
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
と
懐
王
の
死

Ｅ　

屈
平
既

、
其
後
秦
欲
伐
斉
、
斉
与
楚
従
親
。

Ｆ 　

恵
王
患
之
、
乃
令
張
儀
詳
去
秦
、
厚
幣
委
質
事
楚
、
曰
、
…
懐
王
怒
、
大
興

師
伐
秦
。
秦
発
兵
擊
之
、
大
破
楚
師
於
丹
、
淅
、
斬
首
八
万
、
虜
楚
将
屈
匄
、

遂
取
楚
之
漢
中
地
。
懐
王
乃
悉
発
国
中
兵
以
深
入
擊
秦
、戦
於
藍
田
。
魏
聞
之
、

襲
楚
至
鄧
。
楚
兵
懼
、
自
秦
帰
。
而
斉
竟
怒
不
救
楚
、
楚
大
困
。

Ｇ 　

明
年
、
秦
割
漢
中
地
与
楚
以
和
。
…
是
時
屈
平
既
疏
、
不
復
在
位
、
使
於
斉
、

顧
反
、
諫
懐
王
曰
、
何
不
殺
張
儀
。
懐
王
悔
、
追
張
儀
不
及
。

Ｈ 　

其
後
諸
侯
共
擊
楚
、
大
破
之
、
殺
其
将
唐
眛
。

（
4
）
懐
王
入
秦
に
際
し
て
の
屈
原
の
態
度
と
頃
襄
王
に
よ
る
追
放

Ｉ 　

時
秦
昭
王
与
楚
婚
、
欲
与
懐
王
会
。
懐
王
欲
行
、
屈
平
曰
、
秦
虎
狼
之
国
、

不
可
信
、
不
如
毋
行
。
懐
王
稚
子
子
蘭
勧
王
行
、
奈
何
絶
秦
歓
。

Ｊ 　

懐
王
卒
行
。
入
武
関
、
秦
伏
兵
絶
其
後
、
因
留
懐
王
、
以
求
割
地
。
懐
王
怒
、

不
聴
。
亡
走
趙
、
趙
不
内
。
復
之
秦
、
竟
死
於
秦
而
帰
葬
。

Ｋ 　

長
子
頃
襄
王
立
、
以
其
弟
子
蘭
為
令
尹
。
楚
人
既
咎
子
蘭
以
勧
懐
王
入
秦
而

不
反
也
。

Ｌ 　

屈
平
既
嫉
之
、
雖
放
流
、
睠
顧
楚
国
、
繫
心
懐
王
、
不
忘
欲
反
、
冀
幸
君
之

一
悟
、
俗
之
一
改
也
。

Ｍ 　

人
君
無
愚
智
賢
不
肖
、
莫
不
欲
求
忠
以
自
為
、
舉
賢
以
自
佐
、
然
亡
国
破
家

相
随
属
、
而
聖
君
治
国
累
世
而
不
見
者
、
其
所
謂
忠
者
不
忠
、
而
所
謂
賢
者
不

賢
也
。
懐
王
以
不
知
忠
臣
之
分
、
故
內
惑
於
鄭
袖
、
外
欺
於
張
儀
、
疏
屈
平
而

信
上
官
大
夫
、
令
尹
子
蘭
。
兵
挫
地
削
、
亡
其
六
郡
、
身
客
死
於
秦
、
為
天
下

笑
。
此
不
知
人
之
禍
也
。
…
王
之
不
明
、
豈
足
福
哉
。

Ｎ 　

令
尹
子
蘭
聞
之
大
怒
、
卒
使
上
官
大
夫
短
屈
原
於
頃
襄
王
、
頃
襄
王
怒
而
遷

之
。

（
5
）
江
浜
に
お
け
る
漁
父
と
の
問
答

Ｏ 　

屈
原
至
於
江
浜
、
被
髪
行
吟
沢
畔
。
…
寧
赴
常
流
而
葬
乎
江
魚
腹
中
耳
、
又

安
能
以
晧
晧
又
白
而
蒙
世
俗
之
温
蠖
乎
。

（
6
）
懐
沙
の
賦
を
掲
げ
て
汨
羅
の
自
沈
ま
で

Ｐ　

乃
作
懐
沙
之
賦
。
其
辞
曰
、

Ｑ　

陶
陶
孟
夏
兮
、
草
木
莽
莽
。
…
明
以
告
君
子
兮
、
吾
将
以
為
類
兮
。

Ｒ　

於
是
懐
石
遂
自
投
汨
羅
以
死
。

（
7
）
屈
原
死
後
の
楚
辞
の
後
継
者

Ｓ 　

屈
原
既
死
之
後
、
楚
有
宋
玉
、
唐
勒
、
景
差
之
徒
者
、
皆
好
辞
而
以
賦
見
称
、

然
皆
祖
屈
原
之
従
容
辞
令
、
終
莫
敢
直
諫
。
其
後
楚
日
以
削
、
数
十
年
竟
為
秦
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所
滅
。

Ｔ 　

自
屈
原
沈
汨
羅
後
百
有
余
年
、
漢
有
賈
生
、
為
長
沙
王
太
傅
、
過
湘
水
、
投

書
以
弔
屈
原
。

ま
ず
列
伝
の
冒
頭
で
は
彼
の
出
自
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

彼
は
名
を
平
と
言
い
、
楚
の
同
姓
（
国
君
に
出
自
す
る
）
屈
氏
の
一
員
で
あ
る
。
懐
王

の
時
、
左
徒
の
職
に
あ
り
、「
博
聞
強
志
、
治
乱
に
明
る
く
、
辞
令
に
嫺
う
」
こ
と
か

ら
、
懐
王
に
信
任
さ
れ
、「
入
れ
ば
則
ち
王
と
国
事
を
図
議
し
、
以
て
号
令
を
出
だ

す
。
出
れ
ば
則
ち
賓
客
に
接
遇
し
、諸
侯
に
応
対
す
。」
と
し
て
内
外
に
お
い
て
活
躍

し
た
と
さ
れ
る
（
1
―
Ａ
）。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
こ
う
し
た
活
躍
が
同
列
で
あ
っ
た
上
官
大
夫
に
嫉
ま
れ
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
つ
い
に
は
彼
の
讒
言
に
よ
っ
て
、
懐
王
か
ら
疎
ま
れ
次
第
に
退
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
1
―
Ｂ
）⑦
。

讒
言
に
あ
っ
て
失
脚
し
た
屈
原
は
、
邪
説
曲
論
が
国
事
を
阻
害
し
て
、
方
正
の
士

が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
を
無
念
に
思
い
、
離
騒
の
賦
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
（
2
―

Ｃ
）、
列
伝
は
司
馬
遷
に
よ
る
離
騒
評
価
を
載
せ
て
い
る
（
2
―
Ｄ
）。

次
に
列
伝
で
は
、
屈
原
失
脚
後
の
楚
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

屈
原
が
斥
け
ら
れ
て
後
、
楚
は
張
儀
の
謀
に
よ
っ
て
秦
よ
り
「
商
、
於
之
地
六
百
里
」

の
割
譲
を
条
件
に
斉
と
断
交
し
、
秦
と
結
ぼ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
約
束

は
守
ら
れ
ず
、
孤
立
し
た
楚
は
秦
と
丹
、
浙
に
お
い
て
激
突
し
、「
斬
首
八
万
、
楚
将

屈

を
虜
」
と
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
敗
を
喫
し
、漢
中
の
地
を
失
っ
て
し
ま
う
。
翌
年
、

漢
中
の
割
譲
を
条
件
に
秦
と
和
議
が
成
立
す
る
。
列
伝
に
よ
れ
ば
、
屈
原
は
こ
の
時

斉
に
使
い
し
て
お
り
、
帰
国
後
、
懐
王
に
対
し
て
張
儀
の
殺
害
を
進
言
し
て
い
る
。

さ
ら
に
列
伝
は
「
其
の
後
諸
侯
共
に
楚
を
擊
ち
、
大
い
に
之
を
破
り
、
其
の
将
唐
眛

を
殺
す
。」
と
し
て
懐
王
二
十
八
年
（
前
３
０
１
）
の
重
丘
で
の
敗
戦
を
載
せ
て
お
り
、

屈
原
失
脚
後
の
楚
の
著
し
い
勢
力
の
後
退
を
記
述
し
て
い
る
（
3
―
Ｅ
、
Ｆ
、
Ｇ
、

Ｈ
）。つ

づ
い
て
懐
王
入
秦
時
の
「
秦
、
虎
狼
の
国
に
し
て
、
信
ず
べ
か
ら
ず
、
行
く
毋

き
に
如
か
ず
。」と
す
る
懐
王
の
武
関
の
会
に
反
対
す
る
屈
原
の
諫
言
を
載
せ
る
。
屈

原
が
諫
言
す
る
も
懐
王
は
末
子
で
あ
る
子
蘭
の
勧
め
に
よ
っ
て
入
秦
し
、
結
局
、
秦

に
よ
っ
て
拘
留
さ
れ
て
し
ま
う
。（
4
―
Ｊ
）。

秦
に
よ
る
懐
王
拘
留
を
受
け
て
、
楚
は
懐
王
の
子
で
あ
る
太
子
横
を
立
て
て
（
頃

襄
王
）、こ
の
非
常
事
態
に
対
処
す
る
。
頃
襄
王
は
弟
の
子
蘭
を
令
尹
に
任
命
す
る
が
、

彼
こ
そ
懐
王
に
入
秦
を
勧
め
た
人
物
で
あ
っ
た（
4
―
Ｋ
）。
屈
原
は
早
く
か
ら
子
蘭

を
憎
ん
で
お
り
、
屈
原
が
自
ら
を
憎
ん
で
い
る
と
知
っ
た
子
蘭
は
大
い
に
怒
り
、
彼

の
意
を
受
け
た
上
官
大
夫
の
讒
言
に
よ
っ
て
頃
襄
王
か
ら
も
遠
ざ
け
ら
れ
江
南
の
地

に
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
4
―
Ｎ
）。

次
に
列
伝
は
、
江
浜
に
お
け
る
屈
原
と
漁
父
と
の
問
答
を
載
せ
、「
舉
世
混
濁
な
る

も
我
独
り
清
む
、
衆
人
皆
酔
い
て
我
独
り
醒
む
、
是
を
以
て
放
た
見
む
。」
と
屈
原
は

自
ら
の
追
放
を
嘆
い
て
い
る
（
5
―
Ｏ
）。
さ
ら
に
懐
沙
の
賦
を
掲
げ
て
、つ
い
に
は

「
石
を
懐
き
遂
に
自
ら
汨
羅
に
投
じ
て
以
て
死
す
。」
と
彼
の
汨
羅
の
自
沈
ま
で
の
経

緯
を
記
し
て
い
る
（
6
―
Ｐ
、
Ｑ
、
Ｒ
）。

以
降
、
宋
玉
、
唐
勒
、
景
差
等
の
彼
の
後
継
者
に
つ
い
て
触
れ
る
が
、
彼
ら
は
皆

「
屈
原
の
従
容
辞
令
」
を
真
似
す
る
だ
け
で
、誰
一
人
と
し
て
「
敢
て
直
諌
す
る
」
者

が
い
な
か
っ
た
た
め
、「
其
後
楚
日
以
て
削
ら
れ
、
数
十
年
に
し
て
竟
に
秦
の
滅
ぼ
す

所
と
為
る
。」
と
し
て
楚
は
滅
亡
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
（
7
―
Ｓ
）。
そ
し
て

屈
原
に
続
く
者
と
し
て
、
賈
生
（
賈
誼
）
の
名
を
挙
げ
て
、
以
降
賈
生
の
列
伝
に
繋
げ

る
（
7
―
Ｔ
）。

以
上
が
、
屈
原
列
伝
の
構
成
で
あ
る
。
一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
懐
王
の
信
任

厚
く
国
内
外
に
お
い
て
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
割
に
は
列
伝
に
お
い
て
彼
の
事
績
に
関

す
る
記
述
は
少
な
い
。
ま
た
、
列
伝
は
屈
原
活
動
時
期
に
お
け
る
国
際
情
勢
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
が
、
列
伝
を
見
る
限
り
で
は
紀
年
を
記
し
て
お
ら
ず
、
い
つ
の
出
来



二
五

『
史
記
』
屈
原
列
伝
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て

303

事
で
あ
る
か
判
断
し
に
く
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
次

章
で
は
、
こ
う
し
た
列
伝
の
構
成
を
踏
ま
え
て
屈
原
列
伝
の
記
述
に
分
析
を
加
え
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

第
二
章　

屈
原
列
伝
の
分
析

前
章
で
は
屈
原
列
伝
の
構
成
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
更
に
列
伝
の
記

述
に
分
析
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
屈
原
の
事
績
を
記
述
し
た
も
の
と
し
て
は

『
史
記
』
の
他
に
『
新
序
』
節
士
篇
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、両
者
の
記
述
は
大
き
く
異
な

る
も
の
で
は
な
い⑧
。

初
め
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
の
出
自
に
関
す
る
記
述
で
あ
ろ
う
。
屈
原
は
左
徒

と
し
て
、
懐
王
期
に
お
い
て
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
が
（
1
―
Ａ
）、
果
た
し
て
左
徒
な

る
官
職
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
銭
大
昕
は
春
申
君
黄
歇
の
事

例
を
挙
げ
、
彼
が
左
徒
よ
り
令
尹
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
左
徒
を
貴
臣
で
あ
る

と
し
て
い
る⑨
が
、『
史
記
正
義
』（
唐
、
張
守
節
）
は
左
徒
を
「
蓋
し
今
の
左
右
拾
遺
の

類
な
り
。」
と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、『
史
記
正
義
』
の
段
階
で
は
既
に
分
か
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
、
左
徒
が
ど
の
よ
う
な
官
職
で
あ
っ
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

そ
も
そ
も
列
伝
に
お
い
て
屈
原
の
事
績
と
し
て
確
認
し
う
る
の
は
、懐
王
十
八
年
（
前

３
１
１
）
の
斉
へ
使
者
と
し
て
赴
い
た
事
例⑩
だ
け
で
あ
り
、列
伝
に
見
え
る
彼
の
事
績

は
極
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
か
ら
で
は
左
徒
が
い
か
な
る
官
職
で
あ
っ
た

の
か
は
分
か
ら
な
い
。

前
述
の
よ
う
に
『
史
記
』
に
お
い
て
左
徒
に
任
命
さ
れ
た
人
物
は
屈
原
の
他
に
頃

襄
王
期
の
黄
歇
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
考
烈
王
に
よ
っ
て
令
尹
に
任
命

さ
れ
る
ま
で
は
左
徒
の
職
に
あ
っ
た⑪
。
黄
歇
は
弁
説
の
才
を
買
わ
れ
て
秦
へ
の
使
者

と
な
り
、
後
に
は
質
と
し
て
赴
く
太
子
完
（
の
ち
の
考
烈
王
）
の
従
者
と
し
て
共
に
秦

に
赴
い
て
い
る
。
楚
世
家
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
黄
歇
は
こ
の
時
左
徒
で
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
彼
の
登
用
は
「
游
学
博
聞
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
秦

へ
の
使
者
と
な
っ
た
の
も
そ
の
弁
説
の
才
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た⑫
。
黄
歇
の
出
自
に

つ
い
て
『
史
記
』
は
明
ら
か
に
し
て
は
い
な
い
が
、
屈
原
の
よ
う
に
国
君
の
同
姓
分

族
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い⑬
。
彼
の
登
用
が
「
游
学
博
聞
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

質
と
し
て
太
子
完
と
共
に
入
秦
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
左
徒
を
「
左
右
拾

遺
」
と
す
る
『
史
記
正
義
』
の
認
識
も
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す

べ
き
は
黄
歇
が
左
徒
職
に
あ
っ
た
際
に
太
子
完
の
従
者
と
し
て
入
秦
し
て
い
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
戦
国
に
お
い
て
他
国
に
質
と
し
て
送
ら
れ
る
人
物
は
、

　
（
安
釐
王
）
十
年
、
秦
太
子
外
、
魏
に
質
と
し
死
す
。（
魏
世
家
）

　

 （
安
釐
王
）
三
十
年
、
無
忌 

魏
に
帰
り
、
五
国
の
兵
を
率
い
秦
を
攻
め
、
之
を
河

外
に
敗
り
、
蒙

を
走
ら
す
。
魏
太
子
増
、
秦
に
質
た
り
、
秦
怒
り
、
魏
太
子

増
を
囚
え
ん
と
欲
す
。（
魏
世
家
）

　

 （
宣
恵
王
）
十
九
年
、
大
に
我
を
岸
門
に
破
る
。
太
子
倉
、
秦
に
質
と
し
以
て
和

す
。（
韓
世
家
）

　

 （
襄
王
）
十
二
年
、
太
子
嬰
死
し
、
公
子
咎
、
公
子

蝨 

太
子
為
る
を
争
う
。
時

に

蝨
楚
に
質
た
り
。（
韓
世
家
）

と
あ
る
よ
う
に
そ
の
多
く
が
太
子
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

　

 （
懐
王
）
二
十
六
年
、
斉
、
韓
、
魏 

楚
の
其
の
従
親
に
負
い
て
秦
と
合
う
為
に
、

三
国
共
に
楚
を
伐
つ
。
楚
太
子
を
し
て
入
れ
て
秦
に
質
と
し
救
を
請
わ
し
む
。

（
楚
世
家
）
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 （

懐
王
）
二
十
九
年
、
秦
復
た
楚
を
攻
め
、
大
い
に
楚
を
破
り
、
楚
軍
死
者
二
万
、

我
将
軍
景
欠
を
殺
す
。
懐
王
恐
れ
、
乃
ち
太
子
を
し
て
斉
に
質
と
為
し
以
て
平

を
求
め
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
戦
国
楚
に
お
い
て
も
太
子
が
質
と
な
る
の
は
他
の
諸
国
と
同
様
で

あ
っ
た
。
以
上
の
事
例
か
ら
考
え
る
に
、
戦
国
期
に
は
同
盟
の
際
の
質
は
太
子
が
務

め
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
更
に
は
黄
歇
の
よ
う
に
太
子
に
付
き
添
っ
て
共
に
質
と

な
っ
た
随
臣
の
存
在
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
黄
歇
の
場
合
、
そ
の

任
用
が
「
游
学
博
聞
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
そ
の
出
自
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
か
ら

も
、
黄
歇
の
よ
う
な
随
臣
が
貴
臣
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
入
秦
の
際
、
黄
歇

が
左
徒
職
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
左
徒
も
顕
職
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

そ
も
そ
も
黄
歇
が
考
烈
王
の
令
尹
に
任
命
さ
れ
、
春
申
君
に
封
君
さ
れ
た
の
は
寧
ろ

異
例
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
左
徒
が
貴
臣
で
あ
っ
た
根
拠
に
は
で
き

な
い⑭
。

屈
原
の
場
合
、
左
徒
就
任
の
状
況
が
黄
歇
の
事
例
と
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
両
者
の
重
用
は
博
識
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で

あ
る
。
そ
の
際
、
屈
原
は
「
治
乱
に
明
る
く
、
辞
令
に
嫺
う
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
懐

王
の
信
任
を
得
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
「
辞
令
」
に
つ
い
て
は
、『
春
秋
左
氏

伝
』
襄
公
三
十
一
年
に
、

　

 

公
孫
揮
能
く
四
国
の
為
を
知
り
て
、
其
の
大
夫
の
族
姓
、
班
位
、
貴
賤
、
能
否

を
弁
じ
、
又
善
く
辞
令
を
為
る
。
…
子
産
乃
ち
四
国
の
為
を
子
羽
に
問
い
、
且

つ
多
く
辞
令
を
為
ら
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
応
対
の
言
葉
を
意
味
し
た
。『
史
記
』
に
お
い
て
も
、

　

 

桓
公
乃
ち
許
し
尽
く
魯
の
侵
地
を
帰
す
。
既
に
已
に
言
う
、
曹
沫
其
の
匕
首
を

投
げ
、
壇
を
下
り
、
北
面
し
羣
臣
の
位
に
就
く
、
顔
色
変
せ
ず
、
辞
令
故
の
如

し
。（
刺
客
列
伝
）

と
、こ
こ
で
も
応
対
の
言
葉
の
意
で
「
辞
令
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、

屈
原
は
治
乱
の
理
に
明
る
く
応
対
の
言
葉
に
詳
し
か
っ
た
た
め
に
、
懐
王
に
重
用
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
屈
原
は
辞
令
に
詳
し
か
っ
た
た
め
に
、「
出
れ
ば

則
ち
賓
客
に
接
遇
し
、
諸
侯
に
応
対
す
。」
と
し
て
斉
へ
使
い
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
列
伝
は
「
入
れ
ば
則
ち
王
と
国
事
を
図
議
し
、以
て
号
令
を
出
だ
す
。」
と

す
る
が
、で
は
「
以
て
号
令
を
出
だ
す
」
と
は
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

『
史
記
』
に
お
け
る
「
号
令
」
の
用
例
を
見
る
と
、

　

 

荘
王
位
に
即
く
こ
と
三
年
、
号
令
出
さ
ず
、
日
夜
楽
を
為
し
、
令
し
て
国
中
に

曰
く
、
敢
え
て
諌
む
る
者
有
ら
ば
死
し
て
赦
す
無
し
。（
楚
世
家
）

　

 

句
践
と
深
謀
す
る
こ
と
二
十
余
年
、
竟
に
呉
を
滅
ぼ
し
、
会
稽
の
恥
に
報
ゆ
。

北
の
か
た
兵
を
淮
に
渡
し
以
て
斉
、
晋
に
臨
み
、
中
国
に
号
令
す
。
以
て
周
室

を
尊
び
、
句
践
以
て
覇
た
り
。（
越
王
句
践
世
家
）

　
 

夫
れ
燕
、
秦
倶
に
斉
に
事
わ
ば
、
則
ち
大
王
天
下
に
号
令
し
、
敢
て
聴
か
ざ
る

は
莫
し
。（
蘇
秦
列
伝
）

と
あ
る
よ
う
に
、〝
命
令
を
出
す
〞
の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
入
れ
ば
則

ち
王
と
国
事
を
図
議
し
、
以
て
号
令
を
出
だ
す
。」
を
考
え
る
と
、「
以
出
号
令
」
の

主
体
は
あ
く
ま
で
屈
原
で
あ
り
、
懐
王
と
共
に
執
政
を
し
た
と
理
解
で
き
る
。
し
か
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し
な
が
ら
、
先
に
挙
げ
た
「
号
令
」
の
事
例
の
主
体
が
国
君
で
あ
る
よ
う
に
、
屈
原

が
「
号
令
」
し
た
と
す
る
列
伝
の
記
述
は
甚
だ
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
懐

王
期
の
政
権
に
あ
っ
て
は
昭
、景
、屈
三
氏
の
所
謂
国
君
に
出
自
す
る
同
姓
分
族
（
戦

国
世
族
）
が
重
き
を
な
し
て
い
た
が
、そ
の
中
で
も
昭
氏
が
首
位
を
占
め
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
令
尹
職
に
つ
い
て
も
主
に
昭
氏
が
就
任
し
て
い
た⑮
。
こ
れ
ら
の
点

を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
実
際
に
屈
原
が
左
徒
と
し
て
政
権
の
一
員
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
彼
が
主
体
と
な
っ
て
政
権
運
営
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
す
る
列
伝
の
「
入
れ
ば

則
ち
王
と
国
事
を
図
議
し
、以
て
号
令
を
出
だ
す
。」
と
す
る
記
述
は
そ
の
史
料
的
信

頼
性
に
つ
い
て
些
か
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
と
言
え
よ
う
。

（
1
―
Ｂ
）は
憲
令
を
め
ぐ
っ
て
の
上
官
大
夫
と
の
確
執
を
述
べ
る
。
屈
原
は
懐
王

の
命
を
受
け
て
憲
令
の
作
成
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
を
欲
し
た
上
官
大
夫
の
讒
言

を
受
け
て
懐
王
よ
り
遠
ざ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
故

事
つ
い
て
は
先
行
す
る
『
戦
国
策
』
等
の
説
話
故
事
に
も
見
え
ず
、
司
馬
遷
が
独
自

に
収
集
し
た
『
史
記
』
独
自
の
故
事
と
い
え
る
。

（
3
―
Ｅ
、
Ｆ
）
は
張
儀
に
よ
る
謀
に
よ
っ
て
楚
が
斉
と
断
交
し
、
秦
と
和
す
る
ま

で
の
出
来
事
を
述
べ
る
。
こ
の
故
事
に
つ
い
て
は
楚
世
家
に
同
じ
内
容
を
見
る
こ
と

が
で
き
る⑯
。
列
伝
の
記
述
は
楚
世
家
の
懐
王
十
七（
前
３
１
２
）―
十
八
年（
前
３
１
１
）

の
記
述
を
簡
潔
に
し
た
も
の
で
、基
本
的
に
両
者
の
記
述
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。

懐
王
十
八
年
に
屈
原
が
斉
に
使
い
し
た
こ
と
は
楚
世
家
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
彼

の
事
績
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
彼
の
事
績
と
し
て
列
伝
は
張
儀
殺

害
を
進
言
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
楚
世
家
に
よ
っ
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
3
―
Ｇ
）。

更
に
「
其
の
後
諸
侯
共
に
楚
を
擊
ち
、大
い
に
之
を
破
り
、其
の
将
唐
眛
を
殺
す
。」

と
し
て
懐
王
二
十
八
年
（
前
３
０
１
）
の
秦
、
斉
、
韓
、
魏
連
合
軍
に
対
す
る
敗
戦
を

載
せ
、後
文
に
懐
王
入
秦
の
記
事
を
繋
げ
て
い
る
（
3
―
Ｈ
）。
列
伝
の
記
述
で
は
懐

王
二
十
八
年
の
敗
戦
と
懐
王
入
秦
と
の
間
に
特
に
関
係
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
も
そ

も
紀
年
が
な
い
た
め
に
個
々
独
立
し
た
記
述
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
楚
世
家
に
よ
れ

ば
懐
王
二
十
八
年
（
前
３
０
１
）
の
敗
戦
は
前
年
の
「
秦
大
夫 

私
に
楚
太
子
横
と
闘

う
有
り
、
楚
太
子
之
を
殺
し
亡
げ
帰
る
。」
を
う
け
て
の
こ
と
で
あ
り
、
二
十
八
年
の

敗
戦
以
降
も
、
二
十
九
年
に
は
「
秦
復
た
楚
を
攻
め
、
大
い
に
楚
を
破
り
、
楚
軍
死

者
二
万
、
我
将
軍
景
欠
を
殺
す
。」、
ま
た
翌
三
十
年
に
は
「
秦
復
た
楚
を
伐
ち
、
八

城
を
取
る
。」と
連
年
に
わ
た
っ
て
楚
は
秦
に
敗
戦
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

結
果
と
し
て
懐
王
三
十
年
に
懐
王
入
秦
に
至
る
の
で
あ
る⑰
。
列
伝
は
こ
う
し
た
経
過

を
わ
ず
か
に
懐
王
二
十
八
年
の
敗
戦
を
記
す
に
と
ど
め
て
い
る
た
め
に
、
懐
王
入
秦

に
至
る
過
程
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
列
伝
自
体

が
屈
原
の
事
績
を
顕
彰
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
入
秦
に
際
し
て
の
屈
原
の
諫
言

こ
そ
が
重
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
―
Ｉ
）
は
懐
王
入
秦
に
際
し
て
の
屈
原
の
諫
言
を
述
べ
て
い
る
が
、列
伝
と
楚

世
家
で
は
発
言
者
の
名
前
が
異
な
る
。
列
伝
が
、

　

 

屈
平
曰
く
、
秦
、
虎
狼
の
国
、
信
ず
べ
か
ら
ず
、
行
く
毋
き
に
如
ず
。
懐
王
稚

子
子
蘭
、
王
に
行
を
勧
め
る
に
、
奈
何
ぞ
秦
の
歓
を
絶
た
ん
。

と
す
る
の
に
対
し
て
、
楚
世
家
は
、

　

 

昭
雎
曰
く
、
王
行
く
毋
か
れ
、
兵
を
発
し
て
自
ら
守
る
の
み
。
秦
虎
狼
な
れ
ば
、

信
ず
べ
か
ら
ず
、
諸
侯
を
并
せ
る
の
心
有
り
。
懐
王
子
子
蘭
、
王
に
行
を
勧
め
、

曰
く
、
奈
何
ぞ
秦
の
驩
心
を
絶
た
ん
。

と
昭
雎
の
発
言
と
す
る
点
に
お
い
て
両
者
は
異
な
る
。
こ
の
相
違
に
つ
い
て
『
史
記

索
隠
』（
唐
、
司
馬
貞
）
は
「
按
ず
る
に
楚
世
家
昭
雎
に
此
の
言
有
り
。
蓋
し
二
人
同

じ
く
王
を
諌
む
、故
に
彼
此
各
随
っ
て
之
を
録
す
る
な
り
。」
と
注
し
て
い
る
。
確
か
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に
、
両
者
が
諫
言
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
秦
を
「
虎
狼
」
と
称

し
信
ず
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
た
こ
と
、
更
に
懐
王
の
公
子
で
あ
る
子
蘭
が
秦
の
歓

心
を
買
う
た
め
に
入
秦
を
勧
め
た
こ
と
な
ど
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
を
載
せ
て
お
り
、
仮

に
両
者
が
諫
言
し
た
と
し
て
も
こ
の
よ
う
に
発
言
が
一
致
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。

楚
世
家
に
よ
れ
ば
昭
雎
は
懐
王
期
に
あ
っ
て
有
力
な
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
懐

王
に
進
言
し
て
親
斉
策
を
と
ら
せ
て
お
り⑱
、
懐
王
が
秦
に
拘
留
さ
れ
た
際
に
は
、
当

時
斉
の
人
質
で
あ
っ
た
太
子
横
を
帰
国
さ
せ
て
頃
襄
王
と
し
て
即
位
さ
せ
て
い
る⑲
。

そ
の
た
め
昭
雎
が
懐
王
の
入
秦
を
諌
め
た
こ
と
は
信
頼
に
足
る
記
述
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
で
は
一
方
の
屈
原
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
列
伝
で
は
頃
襄

王
即
位
後
の
記
述
に
「
雖
放
流
」（
4
―
Ｌ
）
と
あ
り
、こ
の
記
述
に
従
え
ば
懐
王
入

秦
時
、
屈
原
は
楚
都
に
は
居
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
懐
王
入
秦
時
に

諫
言
し
た
の
は
や
は
り
昭
雎
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
列
伝
は
「（
懐
王
）
竟
に
秦
に
死
し
て
帰
葬
せ
ら
る
」
に
続
け
て
「
長
子
頃

襄
王
立
ち
、
弟
子
蘭
を
以
て
令
尹
と
為
す
。」
と
あ
り
、
懐
王
が
死
し
て
後
に
頃
襄
王

が
即
位
し
た
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
楚
世
家
に
よ
る
と
「
頃
襄
王
三
年
、
懐

王
秦
に
卒
し
、
秦
其
の
喪
を
楚
に
帰
す
」
と
し
て
、
懐
王
の
死
を
頃
襄
王
三
年
の
記

述
に
繋
げ
て
お
り
、
頃
襄
王
は
懐
王
が
秦
に
よ
っ
て
拘
留
さ
れ
た
段
階
で
、
既
に
即

位
し
て
い
た
。
史
実
に
つ
い
て
は
楚
世
家
の
述
べ
る
通
り
で
あ
る
が
、
列
伝
は
先
に

懐
王
入
秦
に
関
す
る
一
連
の
経
過
を
記
し
て
か
ら
、
頃
襄
王
の
即
位
を
述
べ
た
た
め

に
こ
う
し
た
記
述
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
―
Ｍ
）
で
は
、
懐
王
が
賢
人
を
任
用
せ
ず
、
讒
言
を
信
じ
、
国
を
傾
け
さ
せ
た

こ
と
に
対
す
る
司
馬
遷
の
痛
烈
な
批
判
を
載
せ
る
。
そ
の
中
で
「
人
君 

愚
智
賢
不
肖

と
無
く
、
忠
を
求
め
以
て
自
ら
の
為
に
し
、
賢
を
挙
げ
以
て
自
ら
を
佐
る
を
欲
せ
ざ

る
莫
し
、
然
る
に
国
を
亡
し
家
を
破
る
相
い
随
い
属
す
、
聖
君
国
を
治
る
累
世
に
て

見
ざ
る
者
は
、其
の
所
謂
忠
な
る
者
は
不
忠
に
し
て
、所
謂
賢
な
る
者
は
不
賢
な
り
。」

と
す
る
司
馬
遷
の
君
主
論
を
展
開
し
、
懐
王
と
屈
原
、
上
官
大
夫
及
び
子
蘭
の
評
価

を
下
し
て
い
る
。
彼
の
君
主
論
に
基
づ
く
評
価
に
つ
い
て
は
次
章
に
ゆ
ず
る
こ
と
に

し
て
、
こ
こ
で
は
紹
介
だ
け
に
留
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

（
4
―
Ｎ
）
頃
襄
王
即
位
後
、屈
原
は
新
た
に
令
尹
と
な
っ
た
子
蘭
の
命
を
受
け
た

上
官
大
夫
の
讒
言
に
よ
っ
て
、
再
び
遠
ざ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る⑳
。

（
5
―
Ｏ
）
は
「
漁
父
」
に
お
け
る
江
浜
に
お
け
る
漁
父
と
の
問
答
を
引
用
し
、屈

原
の
故
事
と
繋
げ
て
い
る
。
こ
の
時
、漁
父
が
屈
原
に
対
し
て
「
子
非
三
閭
大
夫
歟
。

何
故
而
至
此
。」
と
尋
ね
て
お
り
、こ
の
こ
と
か
ら
屈
原
は
三
閭
大
夫
な
る
職
に
つ
い

て
い
た
と
さ
れ
る
。
三
閭
大
夫
に
つ
い
て
王
逸
は
「
離
騒
序
」
の
中
で
「
三
閭
の
職
、

王
族
三
姓
、
曰
く
昭
、
屈
、
景
を
掌
り
、
其
の
譜
属
を
序
し
、
其
の
賢
良
を
率
い
、

以
て
国
士
厲
す
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、三
閭
大
夫
に
つ
い
て
は
屈
原
以
外

に
他
に
事
例
が
無
く
、
ど
の
よ
う
な
職
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

竹
内
貞
夫
に
よ
れ
ば
漁
父
篇
自
体
が
そ
も
そ
も
屈
原
と
漁
父
と
の
問
答
に
託
し
て
、

後
人
が
屈
原
の
人
物
性
を
巧
み
に
表
現
し
た
作
品
と
さ
れ
、
そ
こ
に
当
時
の
楚
の
状

況
が
ど
れ
ほ
ど
反
映
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
と
し
て
い
る㉑
。
従
っ

て
屈
原
が
三
閭
大
夫
で
あ
っ
た
と
す
る
事
績
に
お
け
る
歴
史
的
信
頼
性
は
疑
わ
し
い

と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
―
Ｐ
、
Ｑ
、
Ｒ
）
で
は
懐
沙
の
賦
を
掲
げ
て
、
屈
原
の
心
情
を
描
写
し
、
汨
羅

の
自
沈
ま
で
を
記
し
て
い
る
。

最
後
に
屈
原
死
後
、
楚
辞
の
後
継
者
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
（
7
―
Ｓ
）、
宋
玉
、

唐
勒
、
景
差
の
名
前
を
挙
げ
る
が
、
い
ず
れ
も
彼
の
言
葉
を
真
似
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

王
を
諌
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
彼
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
『
漢
書
』

芸
文
志
に
そ
れ
ぞ
れ
「
唐
勒
賦
四
篇
」、「
宋
玉
賦
十
六
篇
」
を
載
せ
て
お
り
、
司
馬

遷
自
身
も
そ
れ
ら
の
作
品
を
自
ら
読
む
こ
と
で
こ
う
し
た
感
想
を
抱
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
結
局
、
列
伝
は
屈
原
の
後
継
者
に
つ
い
て
触
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
彼
の

真
の
後
継
者
た
り
え
な
か
っ
た
。し
か
し「
屈
原
汨
羅
に
沈
み
て
自
り
後
百
有
余
年
」、

賈
生
の
登
場
を
も
っ
て
列
伝
は
屈
原
の
後
継
者
の
出
現
と
す
る
の
で
あ
る
（
7
―
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Ｔ
）。以

上
、
屈
原
列
伝
に
お
け
る
彼
の
事
績
を
み
る
と
、
事
績
の
基
準
と
な
る
紀
年
記

事
は
極
め
て
少
な
く
、
紀
年
記
事
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
対
秦
関
連
の
記
事
に
限
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
列
伝
を
構
成
す
る
故
事
は
彼
の
三
つ
の
作
品
に
関
す
る
故
事
を
中
心
に

配
列
さ
れ
て
い
る
が
、
列
伝
を
歴
史
的
な
事
績
と
し
て
み
る
と
、
懐
王
期
の
左
徒
就

任
、
懐
王
十
八
年
の
斉
へ
の
使
者
を
の
ぞ
い
て
、
そ
の
年
代
的
な
背
景
は
不
明
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
一
部
の
戦
国
故
事
を
の
ぞ
け
ば
、
歴
史
的
な
信
頼
性
が

疑
わ
れ
る
資
料
を
含
む
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
屈
原
列
伝
に
つ
い
て
は
、
彼
の
作
品

に
関
す
る
故
事
を
中
心
に
、
そ
う
し
た
故
事
を
関
連
す
る
紀
年
記
事
に
繋
げ
る
こ
と

で
時
代
的
背
景
を
付
与
す
る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る㉒
。

屈
原
賈
生
列
伝
は
上
述
の
よ
う
に
、「
屈
原
汨
羅
に
沈
み
て
自
り
後
百
有
余
年
、
漢

に
賈
生
有
り
、
長
沙
王
太
傅
と
為
り
、
湘
水
を
過
ぎ
、
書
を
投
じ
て
以
て
屈
原
を
弔

う
。」
と
賈
生
（
賈
誼
）
の
列
伝
を
繋
げ
て
い
る
。
賈
誼
は
漢
文
帝
期
の
人
物
で
あ
り
、

屈
原
と
百
年
以
上
の
時
間
的
間
隔
が
あ
る
が
、
両
者
が
一
つ
の
列
伝
に
纏
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
両
者
の
境
遇
の
類
似
性
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
屈
原
列
伝
編
纂

の
意
図
を
探
る
た
め
に
両
者
の
類
似
性
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
に
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
類
似
性
を
説
明
す
る
前
に
列
伝
か
ら
彼
の
経
歴
を
お
っ
て
み
る
と
、

　
（
1
） 

漢
文
帝
時
、
最
年
少
の
博
士
と
し
て
信
任
さ
れ
、
の
ち
太
中
大
夫
に
抜
擢

さ
れ
る

　
（
2
）
諸
々
の
制
度
・
儀
礼
の
改
革
を
提
案

　
（
3
） 

讒
言
に
よ
っ
て
長
沙
王
の
太
傅
に
左
遷
さ
れ
、
赴
任
途
中
に
「
弔
屈
原

賦
」
を
作
る

　
（
4
） 

長
沙
王
の
太
傅
と
し
て
三
年
、
自
ら
の
境
遇
を
嘆
き
、「
服
鳥
賦
」
を
作

る

　
（
5
） 

の
ち
召
さ
れ
梁
懐
王
の
太
傅
と
な
る
も
、懐
王
の
死
に
対
す
る
自
責
の
念

か
ら
憤
死

と
い
う
流
れ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
よ
り
屈
原
と
の
類
似
点
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
と
、
両
者
と
も
国
君
に
信
任
さ
れ
た
点
、
国
政
に
関
与
し
た
点
、
讒
言
に
よ
り

遠
ざ
け
ら
れ
た
点
、
自
ら
の
境
遇
を
嘆
き
作
品
を
作
っ
た
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
両
者
の
境
遇
の
類
似
点
が
見
出
さ
れ
る
が
、
一
方
で
司
馬
遷
は
列

伝
の
論
賛
に
お
い
て
、

　

 

賈
生
の
之
を
弔
ふ
を
見
る
に
及
び
、
又
怪
し
む
屈
原 

彼
の
其
の
材
を
以
て
諸
侯

に
游
ば
ば
、
何
れ
の
国
か
容
れ
ざ
ら
ん
、
而
る
に
自
ら
是
く
の
若
く
な
ら
し
め

し
を
。
服
鳥
の
賦
を
読
む
に
、
死
生
を
同
じ
く
し
、
去
就
を
軽
ん
ぜ
り
。
又
爽

然
と
し
て
自
失
す
。

と
し
て
、
賈
誼
の
「
弔
屈
原
賦
」
を
評
価
す
る
一
方
で
、「
服
鳥
賦
」
を
死
と
生
を
同

一
視
し
去
就
を
軽
く
見
て
い
る
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
な
い
点
は
注
目
さ
れ
る
。

列
伝
は
屈
原
の
後
継
者
と
し
て
宋
玉
、
唐
勒
、
景
差
の
名
前
を
挙
げ
、
彼
ら
は
い

ず
れ
も
「
従
容
辞
令
」
を
真
似
る
だ
け
で
屈
原
の
真
の
後
継
者
た
り
え
な
か
っ
た
と

し
て
、屈
原
伝
に
賈
誼
の
列
伝
を
繋
げ
て
彼
を
屈
原
の
後
継
者
と
位
置
付
け
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
論
賛
が
必
ず
し
も
「
服
鳥
賦
」
を
評
価
し
て
い
な
い
の
は
、
結
局

の
と
こ
ろ
司
馬
遷
は
賈
誼
も
ま
た
屈
原
の
後
継
者
た
り
え
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
太
史
公
自
序
に
見
え
る
「
退
き
て
深
く
惟
い
曰
く
、
夫
れ
詩
書
隠

約
な
る
者
、
其
の
志
の
思
を
遂
げ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
…
…
詩
三
百
篇
、
大
抵
賢
聖

発
憤
の
作
す
所
為
な
り
。
此
人
皆
意
鬱
結
す
る
所
有
る
も
、
其
の
道
を
通
ず
る
を
得

ざ
る
な
り
。
故
に
往
事
を
述
べ
、
来
者
を
思
う
。」
と
し
て
、『
史
記
』
を
編
集
し
た

と
す
る
司
馬
遷
の
態
度
か
ら
は
、
或
い
は
屈
原
の
心
情
を
理
解
し
う
る
の
は
自
分
だ

け
で
あ
る
と
す
る
彼
の
自
負
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。　

そ
も
そ
も
太
史
公
自
序
に
お
い
て
列
伝
編
集
の
動
機
を
「
辞
を
作
り
て
以
て
諷
諫

し
、
類
を
連
ね
て
以
て
義
を
争
う
は
、
離
騒
之
有
り
。」
と
す
る
よ
う
に
、
離
騒
が



三
〇

308

「
諷
諫
」「
争
義
」
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
司
馬
遷
は
列
伝
論
賛
の

中
で
「
弔
屈
原
賦
」
を
見
た
際
に
「
又
怪
し
む
屈
原 

彼
の
其
の
材
を
以
て
諸
侯
に
游

ば
ば
、
何
れ
の
国
か
容
れ
ざ
ら
ん
、
而
る
に
自
ら
是
く
の
若
く
な
ら
し
め
し
を
。」
と

感
想
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
賈
生
の
「
九
州
を
瞝
り
て
其
の
君
を
相
け
ん
、
何

ぞ
必
ず
し
も
此
の
都
を
の
み
懐
は
ん
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
屈
原
の
去
就
に

対
す
る
賈
生
の
評
価
は
、
長
沙
王
の
太
傅
に
左
遷
さ
れ
る
自
分
の
姿
を
表
現
し
た
も

の
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
点
に
お
い
て
賈
生
は
宋
玉
、
唐
勒
、
景
差
の
よ
う
な
「
屈

原
の
従
容
辞
令
」
を
真
似
す
る
だ
け
で
は
な
い
屈
原
の
後
継
者
で
あ
る
と
司
馬
遷
は

評
価
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
賈
生
が
「
服
鳥
賦
」
の
中
で
去
就
を
軽

ん
じ
て
い
る
こ
と
を
見
た
司
馬
遷
は
結
局
彼
も
ま
た
真
の
後
継
者
た
り
え
な
か
っ
た

と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
屈
原
伝
に
賈
生
の
伝
が
付
さ
れ
た
の
も
屈
原
の
「
去
就
」

と
賈
生
の
「
去
就
」
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
効
果
的
に
屈
原
の
評
価
を
示
そ
う
と

し
た
た
め
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
章　

屈
原
列
伝
の
史
料
的
性
格

こ
れ
ま
で
屈
原
列
伝
の
構
成
を
検
討
し
、
そ
の
構
成
材
料
の
性
格
に
つ
い
て
論
じ

て
き
た
。
そ
れ
で
は
屈
原
列
伝
の
故
事
選
択
の
基
準
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

司
馬
遷
の
編
集
意
図
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

屈
原
列
伝
執
筆
の
動
機
に
つ
い
て
、
太
史
公
自
序
を
再
度
引
く
と
、

　

辞
を
作
し
以
て
諷
諫
し
、
類
を
連
ね
以
て
義
を
争
う
は
、
離
騒
之
有
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
司
馬
遷
は
屈
原
が
諷
諌
の
意
を
込
め
て
離
騒
を
作
っ
た
こ
と
を
評

価
し
て
列
伝
を
作
成
し
た
と
す
る
。

ま
た
屈
原
列
伝
に
お
け
る
論
賛
を
み
る
と
、

　

 

余
、
離
騒
、
天
問
、
招
魂
、
哀
郢
を
読
み
て
、
其
の
志
を
悲
し
む
。
長
沙
に
適

き
、
屈
原
の
自
ら
沈
み
し
所
の
淵
を
観
、
未
だ
嘗
て
涕
を
垂
れ
て
其
の
人
と
為

り
を
想
見
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

と
あ
る
よ
う
に
、
司
馬
遷
は
彼
の
作
品
を
読
み
、
自
ら
屈
原
の
自
沈
し
た
場
所
に
赴

く
こ
と
に
よ
っ
て
彼
の
志
を
悲
し
ん
だ
と
あ
る㉓
。
屈
原
列
伝
に
お
い
て
選
択
さ
れ
て

い
る
彼
の
故
事
も
こ
う
し
た
意
図
に
基
づ
い
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
屈
原
が
懐
王
に
よ
っ
て
遠
ざ
け
ら
れ
た
際
に
、
離
騒
を
作
っ
た
と
す

る
故
事
や
、
漁
父
と
の
問
答
の
故
事
、
さ
ら
に
懐
沙
の
賦
を
作
り
汨
羅
で
の
自
沈
の

故
事
な
ど
は
屈
原
の
よ
う
な
直
諌
の
士
の
性
格
を
表
す
も
の
と
し
て
適
当
な
故
事
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
司
馬
遷
は
屈
原
列
伝
に

お
い
て
自
ら
の
君
主
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
屈
原
列

伝
に
は
司
馬
遷
の
君
主
論
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
列
伝
は
更
に
続
け
て
、

　

 

懐
王
忠
臣
の
分
を
知
ら
ざ
る
を
以
て
、
故
に
内
は
鄭
袖
に
惑
い
、
外
は
張
儀
に

欺
か
れ
、
屈
平
を
疏
め
上
官
大
夫
、
令
尹
子
蘭
を
信
ず
。
兵
挫
け
地
削
ら
れ
、

其
の
六
郡
を
亡
い
、
身
は
秦
に
客
死
し
、
天
下
の
笑
い
と
為
る
。
此
れ
人
を
知

ら
ざ
る
の
禍
な
り
。

と
し
て
懐
王
の
人
を
見
る
目
を
批
判
し
、
屈
原
を
疎
ん
じ
上
官
大
夫
や
令
尹
子
蘭
を

信
じ
た
結
果
、
秦
に
よ
っ
て
領
土
を
奪
わ
れ
、
懐
王
自
身
は
秦
地
で
客
死
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
す
る
。
こ
こ
に
は
忠
臣
で
あ
る
屈
原
を
上
官
大
夫
や
子
蘭
と
い
っ
た
不

忠
の
臣
と
対
比
さ
せ
、
懐
王
が
忠
臣
を
遠
ざ
け
る
結
果
、
楚
は
衰
退
し
て
い
く
と
い

う
司
馬
遷
の
認
識
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
認
識
は
列
伝
の
み
な
ら
ず
、

楚
世
家
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
太
史
公
自
序
に
は
楚
世
家
の
執

筆
意
図
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
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重
黎
之
を
業
と
し
、
呉
回
之
を
接
し
、
殷
の
季
世
、
粥
子
之
を
牒
す
。
周
、
熊

繹
を
用
い
、
熊
渠
是
れ
に
続
く
。
荘
王
の
賢
、
乃
ち
陳
を
復
国
し
、
既
に
鄭
伯

を
赦
し
、
華
元
よ
り
班
師
す
。
懐
王
客
死
し
、
蘭
、
屈
原
を
咎
め
、
諛
を
好
み

讒
を
信
じ
、
楚
、
秦
に
并
さ
る
。
荘
王
の
義
を
嘉
し
て
、
楚
世
家
第
十
を
作
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
荘
王
の
義
を
顕
彰
し
て
楚
世
家
を
作
っ
た
と
あ
る
が
、
一
方
で
楚

の
衰
退
の
原
因
を
子
蘭
が
屈
原
を
謗
り
、王
が
讒
言
を
信
じ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
司
馬
遷
は
屈
原
を
忠
臣
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、
彼
の
よ
う
な
直
諌
の

士
は
懐
王
の
よ
う
な
「
忠
臣
の
分
を
知
ら
ざ
る
」
国
君
の
も
と
で
は
遠
ざ
け
ら
れ
る

結
果
に
な
る
。
列
伝
は
太
史
公
自
序
が
記
す
よ
う
な
「
辞
を
作
し
以
て
諷
諫
し
、
類

を
連
ね
以
て
義
を
争
う
」
と
す
る
彼
の
人
為
り
を
彼
の
故
事
を
配
列
す
る
こ
と
で
示

そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
司
馬
遷
の
戦
国
楚
に
お
け
る
懐
王
期
の
認
識
で
あ

る
。
楚
世
家
に
お
い
て
懐
王
に
関
す
る
故
事
は
他
の
国
君
と
比
較
す
る
と
最
も
多
く

配
列
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ら
の
故
事
は
全
体
と
し
て
秦
に
攻
撃
さ
れ
る
ま
で
の

経
過
を
示
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る㉔
。
楚
人
に
と
っ
て
懐
王
は
特
別
な
存
在

で
あ
っ
た
よ
う
で
、
懐
王
が
秦
に
よ
っ
て
拘
留
さ
れ
、
客
死
し
た
の
を
知
っ
た
楚
人

は
「
皆
之
を
憐
み
、
親
戚
を
悲
し
む
が
如
し
。」（
楚
世
家
）
と
あ
る
よ
う
に
、
懐
王
の

死
に
対
し
て
同
情
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
後
に
秦
末
漢
初
の
反
乱
時
、「
乃
ち
楚

懐
王
の
孫
心
を
民
間
に
求
め
る
に
、
人
の
為
に
羊
を
牧
す
る
を
、
立
て
て
以
て
楚
懐

王
と
為
し
、民
の
望
む
所
に
従
う
な
り
。」（
項
羽
本
紀
）
と
し
て
項
梁
は
懐
王
の
孫
を

義
帝
に
据
え
る
こ
と
で
、
楚
の
人
心
を
掌
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
も
、
楚
人
の

懐
王
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
強
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
司
馬
遷
は
懐
王
期
を
戦

国
楚
に
お
い
て
衰
退
へ
と
向
か
う
一
つ
の
画
期
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
楚
世
家
の
論

賛
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
認
識
か
ら
懐
王
に
対
し
て
低
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
遠
ざ
け
ら
れ
な
が
ら
も
「
辞
を
作
し
以
て
諷
諫
し
」
し
よ
う
と
し
た
屈

原
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
屈
原
列
伝
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
司
馬
遷
の
評
価
が
色

濃
く
表
れ
て
お
り
、
列
伝
は
こ
う
し
た
評
価
に
基
づ
い
て
屈
原
に
関
す
る
資
料
を
選

択
・
配
列
し
た
と
言
え
よ
う
。

そ
も
そ
も
屈
原
列
伝
は
楚
辞
中
よ
り
三
つ
の
作
品
、即
ち
「
離
騒
」、「
漁
父
」、「
懐

沙
」
を
用
い
て
、
こ
れ
を
配
列
す
る
こ
と
で
、
屈
原
の
人
物
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う

と
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
楚
辞
の
作
品
は
そ
の
制
作
時
期
を
明

確
に
示
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
列
伝
に
引
用
さ
れ
た
作
品
中
、
制
作
時
期
の
最

も
明
ら
か
に
分
か
る
も
の
は
「
懐
沙
」
で
あ
っ
て
、
死
を
決
意
し
つ
つ
沅
湘
の
間
を

歩
む
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
を
列
伝
の
最
後
に
配
列
す
る
こ
と
で
、

汨
羅
の
自
沈
を
導
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
「
漁
父
」
篇
は
屈
原
と
漁
夫
と
の
問
答
に

よ
っ
て
屈
原
の
人
物
を
巧
み
に
表
現
し
、
こ
れ
を
頃
襄
王
期
の
追
放
時
に
配
列
す
る

こ
と
で
、
司
馬
遷
の
君
主
論
に
基
づ
く
、
屈
原
と
子
蘭
と
の
対
比
を
強
調
す
る
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
論
者
は
先
に
春
申
君
列
伝
の
編
集
意
図
に
つ
い
て
考
察

し
、
そ
こ
に
は
春
申
君
列
伝
と
呂
不
韋
列
伝
と
を
比
較
し
、
戦
国
秦
、
楚
を
対
比
さ

せ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
が
、
屈
原
列
伝
に
も
こ
う
し
た
対
比
を
み
る
こ

と
が
出
来
よ
う㉕
。

「
離
騒
」
は
屈
原
の
代
表
作
で
あ
り
、壮
年
の
作
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
か
で
あ
る

か
ら
、
列
伝
の
始
め
に
配
列
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
篇
は
屈
原
列
伝
中
に
お
い

て
彼
の
人
物
を
表
現
す
る
の
に
巧
み
に
配
列
さ
れ
、
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

お
わ
り
に

今
回
は
『
史
記
』
屈
原
列
伝
の
構
成
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
そ
の
史
料
的
性
格
に

つ
い
て
論
じ
た
。
屈
原
列
伝
は
、
戦
国
秦
紀
年
記
事
と
楚
辞
中
に
お
け
る
三
作
品
を

二
大
構
成
材
料
と
し
て
、
構
成
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
秦
紀
年
に
も
と
づ
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く
外
交
的
事
績
に
つ
い
て
は
正
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
内
政
面
に
お

け
る
事
績
に
つ
い
て
は
、
主
に
楚
辞
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
信
頼
性
と
い
う

点
に
お
い
て
は
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
列
伝
の
構
成
分
析
か

ら
得
ら
れ
た
結
論
は
、
事
件
的
な
事
績
こ
そ
が
、
歴
史
的
に
信
頼
で
き
る
部
分
で
あ

り
、
三
作
品
に
基
づ
く
屈
原
の
事
績
に
つ
い
て
は
歴
史
的
に
信
頼
性
の
疑
わ
し
い
部

分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

屈
原
列
伝
が
こ
の
よ
う
な
構
成
を
も
つ
に
い
た
っ
た
の
は
、
司
馬
遷
の
編
集
意
図

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
資
料
的
制
約
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
屈
原
列
伝
は
そ

の
人
物
の
特
徴
的
な
性
格
と
な
る
記
事
を
選
び
、
司
馬
遷
自
身
の
境
遇
と
重
ね
合
わ

せ
る
こ
と
で
屈
原
の
事
績
を
描
こ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

屈
原
列
伝
の
場
合
、太
史
公
自
序
に
あ
る
よ
う
に
、彼
の
不
遇
の
中
で
離
騒
を
作
っ

た
事
を
評
価
し
、
顕
彰
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ
う
し
た
彼
の
事
績
は
宮
刑
に

処
さ
れ
な
が
ら
も
『
史
記
』
を
執
筆
し
た
自
ら
の
姿
に
重
ね
合
わ
せ
て
屈
原
を
認
識

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
す
な
わ
ち
讒
言
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
、
世
を
儚
み
つ
つ
自

死
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
彼
の
不
遇
を
描
く
た
め
に
楚
辞
等
の
作
品
を
配
列
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
屈
原
列
伝
に
は
司
馬
遷
の
君
主
論
に
見
ら
れ
る
司
馬

遷
の
哲
学
を
読
み
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
屈
原
の
事
績
に
つ
い
て
は
歴
史
的

信
頼
性
は
疑
わ
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
的
に
は
信
頼

性
の
疑
わ
し
い
屈
原
の
作
品
や
故
事
説
話
を
配
列
す
る
こ
と
で
列
伝
を
構
成
し
た
と

い
う
所
に
屈
原
に
対
す
る
司
馬
遷
の
思
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
同
じ
楚
人
で
あ
っ
て
も
春
申
君
の
場
合
、「
初
め
、
春
申
君
の
秦
昭
王
を
説
き
、

及
び
身
を
出
だ
し
楚
太
子
を
遣
り
帰
す
、
何
ぞ
智
の
明
な
る
か
な
。」（
春
申
君
列
伝
論

賛
）
と
評
価
す
る
一
方
で
、し
か
し
な
が
ら
続
け
て
「
後
李
園
に
制
せ
ら
る
る
は
、旄

な
れ
ば
な
り
。
語
に
曰
く
、
当
に
断
ず
べ
く
し
て
断
ぜ
ざ
れ
ば
、
反
っ
て
其
の
乱
を

受
く
。
春
申
君
朱
英
の
謂
を
失
す
る
や
。」と
し
て
後
に
は
そ
の
終
わ
り
を
全
う
し
な

か
っ
た
こ
と
を
「
旄
」
と
し
て
否
定
的
に
捉
え
る
評
価
を
下
し
て
お
り
、
屈
原
の
場

合
と
は
評
価
が
異
な
っ
い
る
。
こ
れ
は
両
者
の
執
筆
時
期
が
宮
刑
を
受
け
る
前
後
で

あ
っ
た
と
す
る
時
代
的
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
が
、

列
伝
の
場
合
、
人
物
の
事
績
を
記
述
す
る
と
い
う
性
格
か
ら
編
者
の
評
価
と
い
う
も

の
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。『
史
記
』諸
列
伝
に
お
い
て
も
そ
れ
は
言
え

る
こ
と
で
あ
る
が
、
特
に
戦
国
期
の
列
伝
（
非
秦
系
列
伝
）
は
そ
の
絶
対
的
な
資
料
の

不
足
か
ら
司
馬
遷
の
評
価
に
基
づ
く
資
料
の
選
択
・
配
列
の
傾
向
を
見
る
こ
と
が
で

き
、そ
こ
に
司
馬
遷
の
戦
国
期
に
対
す
る
認
識
を
探
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
稿
で
は
、『
史
記
』
屈
原
列
伝
の
考
察
を
す
す
め
て
き
た
が
、
こ
う

し
た
作
業
は
あ
く
ま
で
戦
国
史
研
究
の
前
提
と
し
て
の
史
料
批
判
に
過
ぎ
な
い
。
近

年
は
豊
富
な
出
土
資
料
の
発
見
に
よ
っ
て
、
戦
国
史
研
究
は
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が

明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
国
期
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
の
よ

う
な
文
献
資
料
の
存
在
も
無
視
で
き
ず
、
戦
国
史
研
究
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
す

る
た
め
に
は
『
史
記
』
の
戦
国
期
部
分
の
史
料
批
判
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。注①　

春
秋
、
戦
国
間
の
史
料
の
欠
如
に
つ
い
て
は
、
顧
炎
武
『
日
知
録
』
巻
十
三
、
周
末

風
俗
が
既
に
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
終
わ
り
か
ら
戦
国
中
期
の
各
国
称
王
と
蘇
秦
合
縦
ま

で
の
間
に
、「
史
文
」
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

②　

六
国
年
表
に
つ
い
て
は
伊
藤
徳
男
「「
史
記
」
十
表
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）
―
そ
の

構
成
と
意
義
―
」（『
東
北
学
院
大
学
論
集　

歴
史
学
、
地
理
学
』
22
、
１
９
９
０
年
。

後
『
史
記
十
表
に
見
る
司
馬
遷
の
歴
史
観
』（
平
河
出
版
社
、
１
９
９
４
年
）
に
収

録
。）、
ま
た
世
家
に
つ
い
て
は
伊
藤
徳
男
「「
史
記
」
世
家
の
構
成
」（『
東
北
大
学
教

養
部
紀
要
』
19
、
１
９
７
４
年
）、
藤
田
勝
久
「「
史
記
」
楚
世
家
の
史
料
的
考
察
」

（『
愛
媛
大
学
教
養
部
紀
要
』
26
、
１
９
９
３
年
。
後
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
１
９
９
７
年
）
に
収
録
）。

③　

大
澤
直
人「『
史
記
』春
申
君
列
伝
に
関
す
る
考
察
―
そ
の
編
集
意
図
を
探
る
」（『
立

命
館
史
学
』
30
、
２
０
０
９
年
）
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④　

司
馬
遷
は
太
史
公
自
序
の
な
か
で
、「
七
年
而
太
史
公
遭
李
陵
之
禍
、
幽
於
縲
紲
。

乃
喟
然
而
歎
曰
、
是
余
之
罪
也
夫
。
是
余
之
罪
也
夫
。
身
毀
不
用
矣
。
退
而
深
惟
曰
、

夫
詩
書
隠
約
者
、
欲
遂
其
志
之
思
也
。
昔
西
伯
拘
羑
里
、
演
周
易
。
孔
子

陳
蔡
、
作

春
秋
。
屈
原
放
逐
、
著
離
騒
。
左
丘
失
明
、
厥
有
国
語
。
孫
子
臏
脚
、
而
論
兵
法
。
不

韋
遷
蜀
、
世
伝
呂
覧
。
韓
非
囚
秦
、
説
難
・
孤
憤
。
詩
三
百
篇
、
大
抵
賢
聖
発
憤
之
所

為
作
也
。
此
人
皆
意
有
所
鬱
結
、
不
得
通
其
道
也
、
故
述
往
事
、
思
来
者
。
於
是
卒
述

陶
唐
以
来
、
至
于
麟
止
、
自
黄
帝
始
。」
と
述
べ
て
お
り
、
李
陵
を
擁
護
し
た
た
め
に

宮
刑
に
処
さ
れ
た
自
身
の
境
遇
を
屈
原
等
に
喩
え
て
、『
史
記
』
執
筆
の
動
機
を
語
っ

て
い
る
。

⑤　
「
作
辞
以
諷
諫
、
連
類
以
争
義
、
離
騒
有
之
。
作
屈
原
賈
生
列
伝
第
二
十
四
。」（
太

史
公
自
序
）

⑥　

版
本
に
つ
い
て
は
、
金
陵
書
局
本
を
基
と
し
、
滝
川
亀
太
郎
『
史
記
会
注
考
証
』
の

校
勘
を
参
考
に
し
て
い
る
。

⑦　
『
史
記
正
義
』
は
後
漢
王
逸
の
「
離
騒
序
」
を
引
い
て
上
官
大
夫
と
靳
尚
と
を
「
上

官
靳
尚
」
と
し
て
同
一
人
物
と
す
る
注
を
付
す
が
、
梁
玉
縄
の
指
摘
の
通
り
、
靳
尚
は

懐
王
期
に
既
に
死
ん
で
お
り
（『
戦
国
策
』
楚
策
二
、
楚
王
将
出
張
子
）、
上
官
大
夫
を

靳
尚
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
梁
玉
縄
『
史
記
志
疑
』
巻
三
十
一
に
詳

し
い
。

⑧　

両
者
は
ほ
ぼ
同
じ
話
を
伝
え
る
が
、離
騒
製
作
の
動
機
を
『
史
記
』
は
屈
原
と
同
列

の
上
官
大
夫
が
、
憲
令
草
稿
の
事
を
讒
言
し
、
結
果
懐
王
が
屈
原
を
疎
ん
じ
退
け
た
と

す
る
の
に
対
し
て
、『
新
序
』
は
秦
か
ら
派
遣
さ
れ
た
張
儀
の
策
謀
に
よ
っ
て
、
上
官

大
夫
、
靳
尚
、
令
尹
子
蘭
、
司
馬
子
椒
、
夫
人
鄭
袖
が
共
に
屈
原
を
謗
っ
た
結
果
、
屈

原
は
外
に
放
た
れ
た
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
は
記
述
が
異
な
っ
て
い
る
。

⑨　
「
黄
歇
由
左
徒
為
令
尹
、
則
左
徒
亦
楚
之
貴
臣
矣
。」（
銭
大
昕
『
廿
二
史
考
異
』
巻

五
）

⑩　

列
伝
が
「
使
於
斉
、
顧
反
、
諫
懐
王
曰
、
何
不
殺
張
儀
。
懐
王
悔
、
追
張
儀
不
及
。」

と
す
る
記
述
は
、
楚
世
家
に
お
い
て
は
「
十
八
年
、
…
屈
原
使
従
斉
来
、
諫
王
曰
、
何

不
誅
張
儀
。
懐
王
悔
、
使
人
追
儀
、
弗
及
。」
と
し
て
、
懐
王
十
八
年
に
繋
げ
て
い
る
。

⑪　
「
秋
、
頃
襄
王
卒
、
太
子
熊
元
代
立
、
是
為
考
烈
王
。
考
烈
王
以
左
徒
為
令
尹
、
封

以
呉
、
号
春
申
君
。」（
楚
世
家
）、「
楚
頃
襄
王
卒
、
太
子
完
立
、
是
為
考
烈
王
。
考
烈

王
元
年
、
以
黄
歇
為
相
、
封
為
春
申
君
、
賜
淮
北
地
十
二
県
。」（
春
申
君
列
伝
）

⑫　
「
春
申
君
者
、
楚
人
也
、
名
歇
、
姓
黄
氏
。
游
学
博
聞
、
事
楚
頃
襄
王
。
頃
襄
王
以

歇
為
弁
、
使
於
秦
。」（
春
申
君
列
伝
）

⑬　
『
韓
非
子
』
第
十
四 

姦
劫
弒
臣
に
は
「
楚
荘
王
之
弟
春
申
君
有
愛
妾
曰
余
、春
申
君

之
正
妻
子
曰
甲
。」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
王
弟
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
但
し
荘
王

（
前
６
１
３
―
前
５
９
１
）
と
春
申
君
と
の
間
に
は
年
代
の
ず
れ
が
あ
り
、
陳
奇
猷
は

荘
王
が
頃
襄
王
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
が
（『
韓
非
子
新
校

注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
２
０
０
０
年
）、
公
子
・
公
孫
が
姓
を
名
乗
る
こ
と
は
考
え

に
く
く
、
王
弟
の
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。

⑭　

黄
歇
の
場
合
、
春
申
君
に
封
ぜ
ら
れ
た
際
、
淮
北
の
地
十
二
県
と
い
う
広
大
な
封
地

を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
従
来
の
封
君
の
場
合
、
封
地
は
県
レ
ベ
ル
か
、
そ
れ
以
下
が
大

半
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
黄
歇
の
場
合
は
特
別
な
事
例
で
あ
り
、左
徒
か
ら
令
尹

就
任
と
い
う
の
も
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑮　

戦
国
楚
に
お
け
る
令
尹
職
に
つ
い
て
は
、昭
氏
が
台
頭
す
る
よ
う
に
な
る
宣
王
（
前

３
６
９
―
前
３
４
０
）
期
以
降
、
ほ
ぼ
昭
氏
が
独
占
し
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
昭

奚
恤
（
宣
王
期
）、
昭
陽
（
懐
王
期
）、
昭
魚
（
懐
王
期
）
な
ど
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
戦

国
楚
の
政
権
構
造
―
戦
国
世
族
を
中
心
に
―
」（『
立
命
館
東
洋
史
学
』
30
、２
０
０
７

年
）
を
参
照
。

⑯　

張
儀
の
故
事
に
つ
い
て
は
、『
戦
国
策
』
秦
策
二
、
斉
助
楚
攻
秦
に
ほ
ぼ
同
じ
故
事

説
話
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、『
戦
国
策
』
に
お
い
て
は
屈
原
の
張
儀
殺
害
の
進
言

を
載
せ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
何
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

⑰　

楚
世
家
に
よ
れ
ば
、秦
昭
王
よ
り
楚
懐
王
に
宛
て
て
の
書
簡
に
は
「
始
寡
人
与
王
約

為
弟
兄
、
盟
于
黃
棘
、
太
子
為
質
、
至
驩
也
。
太
子
陵
殺
寡
人
之
重
臣
、
不
謝
而
亡

去
、
寡
人
誠
不
勝
怒
、
使
兵
侵
君
王
之
辺
。
今
聞
君
王
乃
令
太
子
質
於
斉
以
求
平
。
寡

人
与
楚
接
境
壌
界
、
故
為
婚
姻
、
所
従
相
親
久
矣
。
而
今
秦
楚
不
驩
、
則
無
以
令
諸

侯
。
寡
人
願
与
君
王
会
武
関
、
面
相
約
、
結
盟
而
去
、
寡
人
之
願
也
。
敢
以
聞
下
執

事
。」
と
あ
り
、
懐
王
二
十
七
年
の
楚
太
子
の
秦
大
夫
殺
害
逃
亡
に
端
を
発
し
た
一
連

の
対
秦
戦
に
対
し
て
楚
が
斉
と
結
ん
だ
事
を
責
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。こ
の
結
果

と
し
て
、
武
関
の
会
が
催
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
列
伝
の
記
述
だ
け
で
は
そ
う
し
た
経

過
が
省
略
さ
れ
て
い
る
た
め
、
不
明
瞭
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑱　
「（
懐
王
二
十
六
年
（
通
行
本
は
二
十
年
と
す
る
。『
史
記
会
注
考
証
』
に
拠
っ
て
改

め
る
））
…
群
臣
或
言
和
秦
、
或
曰
聴
斉
。
昭
雎
曰
、
王
雖
東
取
地
於
越
、
不
足
以
刷
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恥
。
必
且
取
地
於
秦
、
而
後
足
以
刷
恥
於
諸
侯
。
王
不
如
深
善
斉
、
韓
以
重
樗
里
疾
、

如
是
則
王
得
韓
、
斉
之
重
以
求
地
矣
。
…
於
是
懐
王
許
之
、
竟
不
合
秦
、
而
合
斉
以
善

韓
。」（
楚
世
家
）

⑲　
「（
懐
王
二
十
七
年
）
…
昭
雎
曰
、
王
与
太
子
俱
困
於
諸
侯
、
而
今
又
倍
王
命
而
立
其

庶
子
、
不
宜
。」
乃
詐
赴
於
斉
、
斉

王
謂
其
相
曰
、
不
若
留
太
子
以
求
楚
之
淮
北
。

相
曰
、
不
可
、
郢
中
立
王
、
是
吾
抱
空
質
而
行
不
義
於
天
下
也
。
或
曰
、
不
然
。
郢
中

立
王
、
因
与
其
新
王
市
曰
、
予
我
下
東
国
、
吾
為
王
殺
太
子
、
不
然
、
将
与
三
国
共
立

之
、
然
則
東
国
必
可
得
矣
。
斉
王
卒
用
其
相
計
而
帰
楚
太
子
。
太
子
横
至
、
立
為
王
、

是
為
頃
襄
王
。」（
楚
世
家
）

⑳　
「
令
尹
子
蘭
聞
之
大
怒
、
卒
使
上
官
大
夫
短
屈
原
於
頃
襄
王
、
頃
襄
王
怒
而
遷
之
。」

（
屈
原
列
伝
）

㉑　

竹
内
貞
夫
「
史
記
屈
原
伝
の
一
節
に
就
い
て
」（『
支
那
学
研
究
』
15
、
１
９
５
６

年
。
後
『
楚
辞
研
究
』、
風
間
書
房
、
１
９
７
８
年
に
収
録
。）

㉒　

列
伝
で
は
紀
年
記
事
が
な
い
た
め
判
断
で
き
な
い
が
、
世
家
、
年
表
と
対
照
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
紀
年
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。列
伝
の
こ
う
し
た
記
述
の
あ
り
よ

う
は
、
列
伝
は
個
人
の
事
績
を
顕
彰
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
既
に
世
家
、
年
表
等

に
同
一
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
以
上
、記
述
が
煩
瑣
と
な
る
こ
と
を
嫌
っ
た
司
馬
遷
の

意
図
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

㉓　

司
馬
遷
は
旅
行
に
よ
っ
て
見
聞
き
し
た
情
報
を
『
史
記
』
製
作
の
際
に
利
用
し
て
お

り
、
屈
原
列
伝
も
「
長
沙
に
適
き
、
屈
原
の
自
ら
沈
み
し
所
の
淵
を
観
、
未
だ
嘗
て
涕

を
垂
れ
て
其
の
人
と
為
り
を
想
見
せ
ず
は
あ
ら
ず
。」（
太
史
公
自
序
）
と
あ
る
よ
う

に
、実
際
に
汨
羅
に
赴
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
佐
藤
武
敏
は
「
司
馬
遷
の
旅
行
」（『
人

文
研
究
』
29
―
4
、
１
９
７
７
年
。
後
『
司
馬
遷
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
１
９
９
７
年

に
収
録
）の
中
で
司
馬
遷
の
第
一
回
目
の
大
旅
行
の
コ
ー
ス
と
目
的
に
つ
い
て
深
く
考

察
し
て
お
り
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
藤
田
勝
久
は
「
司
馬
遷
の
旅
行
と
取
材
」（『
愛
媛
大

学
法
文
学
部
論
集 

人
文
学
科
編
』
8
、
２
０
０
０
年
）
に
お
い
て
、
司
馬
遷
の
旅
行

が
『
史
記
』
の
叙
述
に
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
汨
羅
に
赴
い
た
の
は
司
馬
遷
が
二
十
歳
の
時
、す
な
わ
ち
第
一
回
目
の
旅
行

の
際
と
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、司
馬
遷
は
屈
原
に
対
し
て
早
い
段
階
か
ら
同
情
の
意

を
示
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

㉔　

藤
田
勝
久
「「
史
記
」
楚
世
家
の
史
料
的
考
察
」（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、
楚
世
家
は
、

司
馬
遷
に
よ
っ
て
興
亡
の
原
理
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
図
の
も
と
、諸
資
料
の
選

択
・
配
列
を
行
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
懐
王
期
に
つ
い
て
は
屈
原
の
諫
言
を
聞
か
な

い
こ
と
か
ら
秦
に
敗
北
す
る
こ
と
に
な
り
、滅
亡
へ
の
道
を
た
ど
る
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
懐
王
期
は
一
定
の
王
権
の
伸
張
が
認
め
ら
れ
、
戦
国
末
期
へ

と
続
く
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、懐
王
期
を
滅
亡
へ
の
契
機
と
す
る
司

馬
遷
の
認
識
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

㉕　

賢
臣
と
佞
臣
と
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
衰
退
の
原
因
を
説
明
し
て
い
る
も
の
と
し

て
は
、
他
に
趙
世
家
が
挙
げ
ら
れ
る
。
趙
世
家
の
論
賛
に
は
、「
太
史
公
曰
。
吾
聞
馮

王
孫
曰
、
趙
王
遷
、
其
母
倡
也
、
嬖
於
悼
襄
王
。
悼
襄
王
廃
適
子
嘉
而
立
遷
。
遷
素
無

行
、
信
讒
、
故
誅
其
良
将
李
牧
、
用
郭
開
。
豈
不
繆
哉
。
秦
既
虜
遷
、
趙
之
亡
大
夫
共

立
嘉
為
王
、
王
代
六
歳
、
秦
進
兵
破
嘉
、
遂
滅
趙
以
為
郡
。」
と
あ
り
、
趙
滅
国
の
原

因
を
趙
王
遷
が
李
牧
を
誅
殺
し
、
郭
開
を
用
い
た
た
め
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た

『
史
記
』
の
対
比
に
よ
る
論
法
と
い
え
よ
う
。

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


